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安　藤　満　生
はじめに
　平成12年7月中頃、白鴎大学法学部専任講師、児玉博昭氏の依頼を受け
て、「鹿角観光ふるさと館（あんとらあ）」の改善策を探るため、この研究
に参加した。
　第1回目の調査として、平成12年8月9日（水）、10日（木）の1泊2
日の日程で鹿角市花輪、鹿角市役所、湯瀬温泉郷、そして今回のテーマ館
「鹿角観光ふるさと館（あんとらあ）」を訪問した。当日の視察調査は、①
東北自動車道から見た、鹿角市周辺②八幡平IC　③国道282号線④花
輪駅　⑤駅前広場と周辺商店街　⑥花輪駅から「鹿角観光ふるさと館」ま
での街並み　⑦市役所周辺　⑧湯瀬温泉郷　⑨花輪地区商店街⑩八幡平
駅周辺　⑪地元神社　そして、今回の調査研究テーマ⑫「鹿角観光ふるさ
と館」の建物の外部周辺、及び建物内部に関するものであった。各関係者
との面接調査、及びテーマに関する討議は、8月9日（水）午後2時から、
市役所観光課で約30分、続いて、1階会議室に席を移して、5時半頃まで
の、約3時問半であった。出席者は市役所側から、観光課課長成田喜代美
氏、及び主査高橋安弘氏である。翌日10日（木）、鹿角観光ふるさと館1
階会議室にて、午前9時から午後1時半までの約4時問半、討論を行なっ
た。出席者は、（株）鹿角観光ふるさと館刈谷茂樹社長及び、統括部長杉
山実氏、そして市役所側から高橋安弘主査が参加した。説明、質疑応答、
討論を加えると、延べ7時問以上に及んだ。こちら側は、白鴎大学法学部
専任講師、児玉博昭氏（調査責任者）、白鴎大学経営学部安藤ゼミ4年学生、
桑島敏君（筆記担当者）、及び筆者（指導助言者）であった。
　第2回目の調査は12月1日（金）と2日（土）の両日に行われた。第1
日目の1日（金）は大湯温泉郷を中心に現地調査、2日目の2日（土）は
鹿角ふるさと館内で、午前中は筆者の提言論文を中心に討論を行い、午後
は従業員との面接調査を行った。出席者は鹿角側は市役所観光課主査高橋
安弘氏、主事阿部卓也氏、鹿角観光ふるさと館の統括部長杉山実氏が参加
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した。こちら側は児玉博昭氏、（株〉富士総合研究所主事研究員曽山理恵
子氏と筆者であった。
　この提言論文は、これらの視察調査・考察を通して、筆者が独自に考え、
結論を出した。従って、この提言論文はチーム調査責任者、児玉氏からの
同意をこの段階では得ていない。後日この論文をベースにして、児玉氏の
「報告書」が鹿角市へ提出される予定である。
　この問題の改善策を探るために行われたプロセスは、以下のものであっ
た。
　問題の原因となる要因を、言語データを用いて「改善要因図」の形式で
表現した。そして、その各々についてのコメントと改善策をあげ、最後に
結論として、問題を解決するためのいくつかの選択可能な解決策を提案し
た。又、この「改善要因図」の中には一部、要因のみならず、現況につい
ても述べられている。更に、長所においても「言語データ」の形式で表現
されている。
第一部現況
1．鹿角市概況
①位置…　秋田県の北東端、北奥羽三県のほぼ中央
　　　　　　南部に八幡平、北部に十和田湖国立公園をひかえている
②地形…　総面積の約80パーセントが森林面積
③気候…　　典型的な内陸型
　　　　　　年間平均気温は10度前後
　　　　　　降水量は年間1，500ミリメートル程度
　　　　　　年問日照時問は2，000時間程度。
④面積…　707，12平方キロメートル（県内第一位）
⑤人口…　約4万人（男：19，000人　女：21，000人）
⑥交通…　　＜鉄道〉
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東京
東北新幹線
2時間45分
奥羽本線
盛岡
秋田
花輪線
森??
1時間40分
奥羽本線
1時間56分
?? 花輪線
56分
????
1時間33分
＜高速道路＞
小阪1．C
十和田1。C 鹿角市
八戸1．C
鹿角八幡平1．C
安代」．C．T
盛岡1．C
北上1．C
川口」．C．T
⑦市の花…　　ベニヤマザクラ
　市の木…　ナナカマド
　市の鳥…　声良鶏
⑧市民憲章（49，11，3制定）
　わたくしたちは、緑と水の映えるまち鹿角の市民です。
　鹿角市は豊かな伝統と美しい自然に囲まれ、発展を続けている希望の
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まちです。
わたくしたちは、このまちの市民であることに誇りをもち、自然と文
化の調和をはかり♪自由と責任を重んじ、みんなのしあわせと永遠の
平和を願いこの憲章を定めます。
　　1。自然をいたわり
　　　　　　美しくきれいなまちをつくります。
　　2．健康で働き
　　　　　　活気ある楽しいまちをつくります。
　　3．　親切をつくし
　　　　　　愛情ゆたかなまちをつくります。
　　4．きまりを守り
　　　　　　安全で明るいまちをつくります。
　　5．教養を高め
　　　　　　うるおいのある文化のまちをつくります。
2．鹿角市、及び周辺の代表的観光地
＜歴史＞
　　・大湯環状列石（鹿角市）
　　・錦木塚伝説（鹿角市）
　　・三内丸山遺跡（青森県）
　　・五重塔（弘前市）
＜温泉＞
　　・大湯温泉（鹿角市）
　　・湯瀬温泉（鹿角市）
　　・八幡平温泉（鹿角市）
　　・八甲田温泉（青森市）
　　・十和田湖温泉（十和田湖町）
　　・玉川温泉（田沢湖町）
＜イベント＞
　　・花っこ市（鹿角市）
　　・花輪桜祭り（花輪市）
　　・ねぶた祭り（青森県）
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3．「鹿角観光ふるさと館（あんとらあ）」の間題
　鹿角市の観光イメージは、特A級の観光スポット“十和田湖”とA級の
“八幡平”の存在で良い影響を受け、市の観光収入もそれなりに多く、温
泉街やそれらを支える農産業界も潤っている。しかし、このところ鹿角市
への観光客入込数、及び観光収入において減少の兆しが見え始めている。
「あんとらあ」の開設当初では、年間13万人位の来訪者数を見込んでいたが、
その入込数は期待した程ではない。一方、近隣地区にある道の駅「かみに
あに（上小阿仁）」のふるさと館は、来訪者数も多く、かなりの盛況をは
くしている。『
　ここに、「鹿角観光ふるさと館（あんとらあ）」の本格的なリニューアル
が検討され、又その実行の必要に迫られている。
　上記の現状をふまえて、この論文では「あんとらあ」の持つ各機能につ
いて、現況、長所、改善要因などの一つ一つに検討を加え、筆者の改善案
を各機能別に述べた。これが第二部で記載されている。結論では更に総合
的な経営戦略を考慮して判断を行い、選択可能ないくつかの改善政策を提
言論文にまとめている。
4．イベント
1月2日　大日堂舞楽　　　　　　　8月7日　錦木塚まつり』
2月第2日曜日　花っこまつり　　　　　　　　　十和田八幡平駅伝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　競走全国大会
2月10日・11日　大湯温泉雪まつり　　　7日・8日　花輪ねぶた
　中旬　土深井裸参り　　　　　　　　13日一16日　大湯大太鼓まつり
　　　（隔年旧暦1月19日に近い日曜日）16日　平元夏まつり
3月下旬　オジナ・オバナ　　　　　　　19日・20日　花輪ばやし
4月19日　下川原駒踊り　　　　　　　　21日～23日　毛馬内の盆踊
　25日　松館の湯立て　　　　　　　　21日　八幡平地区盆踊り
　下旬　八幡平山開き　　　　　　　　下旬　古代焼き大会
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　下旬～5月10日　花輪桜まつり　　　下旬～9月上旬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花輪の町おどり
5月下旬　声良鶏展覧会　　　　　　9月15日　大森親山獅子大権現舞
　14日・15日　尾去沢山神社祭典　　　中旬　メルヘン鹿角
　　　　　　　・からめ節　　　　　　　　　フェスティバル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダンブリ長者まつり
6月中旬　名物“秋田ふき”　　　　10月上旬～中旬　八幡平・十和田湖
　　　　刈り取り　　　　　　　　　　　　　紅葉見頃
7月11日～13日　　　　　　　　　11月下旬　秋田八幡平スキー場開き
　　　　毛馬内月山神社祭典
　15日　長嶺先払舞　　　　　　　12月下旬　花輪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・水晶山スキー場開き
　15日・16日　湯瀬温泉まつり
　　　　　　　・湯瀬先払舞
　第3土・日曜日　十和田湖水まつり
　第4土・日曜日　大湯温泉夏まつり
第二部　各用途スペースにおける「改善要因図“10”」と
　　　　　各用途別のコメント及び改善策
　8月9日（水）、10日（木）の両日をかけた現地調査及び7時問以上に
わたる観光地側と調査チームとの討論、そして2回目の調査12月1日（金）、
2日（土）の6時問以上の面接調査等をふまえて、この第二部では、本館
の各用途スペースの改善のための要因を探り、その各々の改善策を提案し
た。
「鹿角観光ふるさと館」の用途スペースを10ブロックに区分して、それぞ
れの抱える問題の原因を「キー・ワード」又は「キー・単文」形式で言語
データとして表現した。この言語データは1級建築士の資格を持つ筆者が
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総合的に考察し、判断を行い、やさしい言語で表現したものである。
各ブロックで最も重要な言語データに限って、再度チェックを行い、数
値データを入れて更に検討が加えられている。改善要因図の全体像は以下
のようになる。
1 3 5 7 9
アクセス・
アプローチ
パーキング 旅行案内
センター
シネラマ館 観光物産
プ　ラ　ザ
要因 要　因 要因 要因 要　因 ??
要　因 要因 要　因 要因 要因
2 4 6 8 10
建物全体の
雰　囲　気
ふるさと
広　　　場
祭　　　り
展　示　館
手　作　り
体　験　館
グ　ル　メ
味　　　館
改善要因図の全体像
????
2．
3．
右端の匡璽室］以外の所では、問題の原因となっている要因が示されて
いる。しかし、一部では現況及び長所についても述べられている箇所
もある。
各用途スペース別のコメント及び改善案、又は改善のための政策は、
図の直「前後」のページで述べられている。
最終的ないくつかの選択可能な解決策、及びその政策は「まとめ」で
述べられている。
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キー・ワード1分かりやすい、目立っている、理解しやすい
1 アクセス・アプローチ
????
花輪駅からの交通が不便 周りの景色
が美しい
客が
少　な
い
車両の型に
魅力を感じない
バス・自家用車が大多数
周囲の建物
の環境が
よくない
???
目立っ
運行本数
が少ない
観光列車と
してサービ
スが不足
周りに建
物が多く、
車で行く
とわかり
にくい国道
282
号線
本建物
には直結
していな
い
美しく
感動的な
道路
道路幅が
狭い歩道が狭い
街路樹が
魅力的で
ない
全体が
化粧舗
装床で
ない
自東
動北??
遠くはないが
近くでもない
（八幡平ICから
　3分）
外灯がない
観光客に
感動を与
えない
景観 ??
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1．アクセス・アプローチ　コメントと改善（1）
コメント
　観光とは観光客を観光地に迎えることである。それは丁度、お客様を自
宅に招くのと似ている。一般にお客様をお迎えする時、家の周りや家の中
を掃除し、きれいにしておくものである。
　「美しくしてお客様を迎える」と云う精神が観光地にも生かされていなく
ては、客を招く場所としての資格がない。
　観光地の場合、このことが立地のための前提条件となる。
　その意味で、国道282号線沿いの環境の美化が急がれる。「鹿角観光ふる
さと館」を中心にその観光ルート周辺は、客にホスピタリテイーを与える
ような気持ち良い場所でありたい。更に、理想的には鹿角市全体が美しく、
景観や環境に優れていることが望ましい。尚、東北高速道路沿いの周辺の
景観は申し分無いほど素晴らしいものであり、観光客に「旅」をしている
実感を与えている。又、花輪鉄道沿線周辺には、観光スポットとなるよう
な魅力的な場所がいくつかある。これらの自然環境をより積極的に利用し
て、この鉄道を「観光鉄道」のイメージに変えたい。
改善
1．道路関係
　　本館を中心に、最低限南北3kmにわたって、国道282号線の環境を美
　　化する。更に、周辺道路の整備のみならず、積極的にその景観が必要
　　である。
?????車道及び歩道幅を広める。
魅力的な高さのある街路樹を植える。
タイルやレンガを利用して化粧床歩道を作る。
外灯やストリート・ファニュチヤーを設置する。
道路境界線より3～5m離して建築物を建てる方式（セット・バッ
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　　　ク方式）とし、その部分に植林する。
　⑥　道路に沿？て、「あんとらあ」本館周辺近くにはオープン・スペー
　　　スが必要である。
　特に、⑤、⑥の改善が観光客にとって、最も効果がある。
2．鉄道関係
　花輪鉄道を観光鉄道に模様替えをする。
??????車両の外装や外見を観光列車風にする。噺
車両内を観光客が喜ぶようなカジュアルなムードに改装する。
車内サービスは観光産業をふまえたサービスとする。
観光シーズンには、車両数、運転本数を増やす。
花輪駅、及びその周辺をより自然環境のある雰囲気にする。
駅から「あんとらあ」への無料直行バスを運行させる・
2．建物全体の雰囲気　コメントと改善（2）
コメント
　「鹿角観光ふるさと館」の第一印象は、その建物の大きさから「一体あ
の建物は何だろう。」であった。鹿角観光パンフレットを良く読んできた人
以外の一般の観光客も、おそらくこれに似た感じでこの建物を捉えたもの
と思う。このような意味で、この建物は目立っており、人々に興味を持た
せる魅力を漂わせている。
　ふるさと広場から見るこの建物全体は整然としており、重量感があって、
静かで、威厳を感じさせる建築美をかもし出している。その上、主に白系・
グレイ系との色彩で統一されており、清潔感を人々に与える良い建物であ
る。
　問題は、カジュアルな服装で鹿角市にやって来る観光客にこの建物がど
う写るかである。もう少し親しみと安らぎのある空問であっても良いかも
しれない。緑や花などを増やし、空問構成、テクスチャー（表面の肌触り）、
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キー・ワード＝快適、親しみやすさ、楽しさ
2 建物全体の雰囲気
建築美
建　材 色　彩
目　立　っ 重量感
重　　　い
分厚い
黒と白のコ
ントラスト整　　然 威　　　厳
秩　　序 静　　寂
種類が
少　な　い
華やかさが
な　　　い第一印象
愉快さや
楽しさを
感じない
どんな所
か良く分
からない
ザラザラ
のテクス
チ　ャ　ー
色彩が豊富
で　な　い
理　　解 建　物
空　　間 レストラン
手作り館へ
行きづらい
多用途
多機能親　しみ
に　く　い
か　た　い
焦点が絞
りにくい
機能が
充分稼
動して
いない
経　路緑がない
楽　し　さ 有料館に入
らない場合
経路が止ま
り、建物の
半分しか利
用できない
ウキウキ
し　な　い遊び心が　な　い 機能の焦点が
しぼり
にくいカジュアルでない安　ら　ぎが　な　い
機　能 ??雰囲気
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そして色彩などに、出来れば遊び心を入れた構成要素やスペースがこの建
物に存在しても良いと思う。このようなアクセントを既存の雰囲気に加え
るためには、機能や用途の変更、及びこの建物に対する新しい考え方が必
要になる。
　この建物の良い所を残し、この建物が持ち合わせていない「遊び心の要
素」がその中に追加されれば、この建物は観光スポットとして、更に輝く
ことであろう。
改善
　どこをどう変更するかは機能や用途の変更の後にくるものである。又、
機能や用途の変更は新しいコンセプトの誕生による。その新しいコンセプ
トは総合的な新経営戦略の上に建っているので、この段階では具体的な変
更や解決策は提案できないが、その部分変更と部分改善は以下のようになる。
①総合的な経営をふまえた新しいコンセプトの誕生。
②平面計画において、正方形や長方形でなく、他の異形も採用する。
③ステンレスのような光る建材、ガラスのように透明感のある建材の使
　　用で建物のテクスチャー（表面の肌触り）を変える。
④一部アクセントとして、色彩豊かな空問を作り、人目を引かせる。
3．パーキング（駐車場）　コメントと改善（3）
コメント
　経営戦略の中で、「パーキング」が重要な位置を占めている事は万人の知
る所である。パーキング・エリアが目立っていて分かりやすい上に、その
位置、広さ、駐車台数、アクセスのしやすさが必要である。その他に安心
感、設備、安全、建物への便利さと距離、景観と環境などの各重要要素が
考えられる。ただ、駐車場とその数が揃っているというのでは間題の解決
策にならない。どの構成要素が欠けても戦略上の大きなミスとなり、経営
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キー・ワード　スムーズ、安心、建物に近い
3 パーキング（駐車場）
長所 パーキング台数はある
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を揺るがす要因となる。又、顧客の心理的側面から見ると、駐車台数が多
すぎても、少なすぎても客に歓迎されない。更に付け加えると、駐車場と
は道路と目的建築物をつなぐ接点であり、その計画と実施に当たっては、
あらゆる側面から考え、完全なものでなければならない。
　近代のモータリゼーション（自動車社会）の波を受けて、人々の足は自
動車に頼っている。特に地方では、自動車抜きの交通手段は考えられない
くらいになって来ている。又、この事は現代社会の常識となっており、極
めて単純で簡単な事であるが、このパーキング問題を経営者は見逃す事が
多い。
　鹿角観光ふるさと館（あんとらあ）は、大駐車場、前面駐車場、及び中
央広場駐車場などがある。建物の収容人数から考えると、この3つのパー
キングにおける「駐車面積台数」は適切である。しかし、利便性などの点
で明らかに欠陥があり、その結果大駐車場は人気が無く、余り使用されて
いないのが現状である。
改善
①　大駐車場と本館との「体感時問」を考える。距離は同じでも、時間を
　　考えさせないような空間を演出する。
②　ユニークな発想の通路を考える。特に景観と環境に注意して楽しくな
　　るような経路を作る。
③　国道282号線沿いに新しい駐車場を設ける。乗用車も大型観光バスも
　　駐車できる。
　a．「本館」の近くで「本館」側の道路沿いが良い。
　b．「本館」の近くなら、道路の向こう側でも良い。この場合、パーキ
　　　ング目印も兼ねて「人目を引くブリッジ」を設置する。
　c．この新しいパーキングの位置は「本館」に近ければ近い程良い。
④中央広場のパーキングは廃止する。
⑤道の駅の機能を更に高めるために、300台収容の既存の大駐車場を公
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共のバスターミナルとして使用することを提案する。又、観光バス専
用の立ち寄り場所としての活用も充分考えられる。この場合にはキッ
プ売場、客の待合室、バス従業員のための休憩所、トイレ、洗面等の
衛生施設を含めバスターミナルの機能を備えた追加施設が必要になる。
4．ふるさと広場（中央広場）コメントと改善（4）
コメント
　この広場は実に整然としていて、秩序ある美しさをかもし出している。
訪れる人々に静寂さと重みを与えている。心が洗われるような素晴らしい
空間であり、時には精神的いやしが仰げるような場所と空間が感じられる。
一方、観光客相手のふるさと館となると、一般論ではあるが、もう少し活
気のあるにぎやかな場所だと想像する人が多いかもしれない。どちらにし
ても、このふるさと広場の用途に対する「考え方」とその「使い方」に
よって、この建物全体のイメージと雰囲気が変わる事は確かである。
　中央に位置するこの広場は、各用途のそれぞれのテナントやスペースと、
厳密な意味で平面的につながっている。そこで、現在使用しているパーキ
ングを廃止して、その代替案として、この広場を新しい場所に変える事で
ある。何か一つ面白い「核」となるものを企画し、設置すれば、この広場
は楽しいものとなり、人々はその周辺に集まり、ここを中心に各部屋やス
ペースの出入口ヘアクセスして行くと考えられる。更に、そこが人間性豊
かなものであればある程、観光客は喜ぶ事であろう。しかし、もしはっき
りした「核」のようなものが受け入れられない場合、それに準ずるような
考え方を採用し、広場を模様替えすれば、この広場が経路の中心となるだ
けでなく、本館全体が活気づくものと考えられる。
改善
①ふるさと広場（中央広場）における駐車場としての使用を廃止する。
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キー・ワード＝活気、お祭り気分、楽しい
4 ふるさと広場（中央広場）
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　　それに代わる駐車場は国道282号線沿いで見つける。
②中央広場で「核」となるような面白い企画を考え出す。
③人間性豊かな広場に模様替えする。
④レストランなどが一部中央広場を占有しても面白い。透明感のある新
　　建材を用い、色彩も豊かにして、若者に受けるような斬新なデザイン
　　も必要である。
参考
　屋台一台を「青垣の門」の所に設置する場合、一般客のための出入り口
は正面玄関に向かって右側のスペースを出入り口に改造して使用する。
5．旅行案内センター　コメントと改善（5）
コメント
　鹿角の特産物を取り扱う「物産プラザ」、花輪祭りの屋台を紹介した「祭
り展示館」、地場産業を体験させる「手づくり体験館」、鹿角を映像と音声
で紹介する「シネラマ館」など、この本館そのものが鹿角を紹介する場と
言える。従って、この観光ふるさと館そのものが情報センターである。
　諸外国の観光地ではiマーク付「建物」で親しまれているこの種の情報セ
ンターがあちこちにあり、それらに特に力を入れている。このふるさと館
は立派な空間とデザインであり、諸外国の情報センターと比較してもその
規模では決してひけを取らない程の大きさである。諸外国の平面計画の考
え方では、「案内センター」、「シネラマ館」、そして、「ストーンサ」クル
コーナー」が一つのブロックに収まっているのが普通である。しかし鹿角
の本館の三つの機能は現在の位置では離れて配置されている。又、諸外国
の情報センターの例では、その機能に加えて旅行案内用の書類、パンフ
レット、ビデオの類や小物グッズが置いてあるケースが多いが、ここでは
これらが充分に設置されていない。それぞれの国でいろいろな考え方があ
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キー・ワード＝開放性、情報量、サービス
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り、どちらが良いとは言えないが、あまり多くの機能があちこちにあると、
観光客が混乱してしまうことにもなり兼ねない。従って旅行案内センター
を以下の四つのブロックにまとめた方が分かりやすい。
　①旅行案内ブロック（案内、シネラマ、ストーンサークル、書籍、グッ
　　　ズ）
　②鹿角のアクセントブロック（屋台展示、体験コーナー）
　③特産品のブロック
　④レストランブロック
注意：この①と②は同じブロックでもかまわない。
改善
①旅行案内センターに対する「考え方やコンセプト」を総合的、かつ具
　　体的に表現した情報センターとする。
②新しい情報センターが旅行案内の総括司令部となるような考え方に改
　　める。
③取り扱うサービスの種類は、a．旅行一般情報、b．コンピューターに
　　よる情報案内、c．鹿角市及びその周辺の画像のみによる紹介、d．書
　　籍、CD、パンフレット、地図、観光用グッズなどとする。
④オープンな空間の中で、誰にでも歓迎される雰囲気とサービスを提供
　　する。
　　　　　6．祭り展示館：コメントと改善（6）
コメント
　青垣の門からのアプローチは、感じが良く開放感があり、何か期待でき
るような空問となっている。間題は、有料であるため玄関や事務所のス
ペースを必要とし、入り口付近が暗いイメージになってしまっている事で
ある。入場を無料とすれば、これらのスペースが必要なくなるので、より
オープンな感じとなる。また、その上、この展示館そのものが屋台の格納
　　　　　　　　　　　　　　一20一
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キー・ワード：祭りの体験、華やかさ、花輪の心
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一21一
安藤満生
庫的な空間となっており、年に一度の出番を静かに待っているような状況
も、出番稼働率から考えて有効利用とは言えない。
　展示館の内部空間は広くて気持ち良く、静かで物に集中できる雰囲気で
ある。他の用途に転用してもその適応性は十分可能である。しかし、既存
の展示館では大きな広いスペースを専有している割に客の出入りは少なく、
経営面では到底採算ベースにのっているとは考えられない。
　屋台の第一印象は、想像していたより力強くて、豪華なものであった。
花輪の屋台そのものは魅力的であり、見物客に十分感動を与える観光資源
となりうる。しかし、数多くの屋台数の割には見学経路が単純であり、そ
の上、客を引き止める演出がないため、意外と短時間で見学が終わるのは
問題である。一台でもいいから、花輪の祭りの「心と雰囲気」を観光客に
伝えたい。よりリアルに屋台を演出できないだろうか。8月の太陽の下、
花輪の熱意を伝えるため、オープン・スペースの中央広場に屋台を「ドー
ン」と置きたい気持ちである。そして、難子の音や光と人の動きを色彩豊
かに演じたい。
善????
????
祭り展示館の面積を縮小する。
屋台の展示数を1台とする。
屋台を1台に絞ったなら、音・光・人の動きも含めた匁デモンストレー
ションが必要である。
入場料を現行の有料から無料とする。
現在の「出入口」をなくす。
広場から無料でいつでも誰でも「花輪難子」を見学できるようにする。
他の屋台の格納庫は別の場所に移す。
参考
　屋台を他の場所に格納することが、諸事情のため無理な場合、既存の祭
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り展示館の中で、屋台と新たな物産プラザ的なコーナーが同居しても差支
えない。この場合、屋台の出入り口を新たに設ける。そして、現在の出入
り口は一般客の入場スペースに使用する。又、中央広場でアトラクション
が行われる時はこの出入り口の場所を臨時の舞台として使用することも可
能である。これは物産プラザ的コーナーが新たに加わるケースであるので、
売場面積を更に必要とするかもしれない。その場合、外部の回廊を模様替
えして室内の販売面積を拡張することも出来る。
7．シネラマ館　コメントと改善（7）
コメント，
　最初の経路の「祭り展示館」とあわせると、このシネラマ館までの経路
を終えた時点までで、この「ふるさと館」全建築物の約半分弱の面積を使っ
ていることになる。しかも、この「ふるさと館」を訪問する人々のうち、
シネラマ館を利用する人は有料館であるため、極めて少ない。これも又、
入場無料館として、ここを訪れる人々に完全に開放すべきである。
　このことによって全館の経路への通過が可能になり、経路がフル稼動し、
観光客はこのふるさと館全体をゆっくり楽しむことが出来る。
　シネラマ館に入室した時の全体イメージは、何か冷たい機械的空間の中
にいるようであった。これに似た室内デザインは北海道、小樽市の石原裕
次郎館にもあるが、こちらは見学者も多く、耳慣れた音楽のせいか、機械
的空問という印象はそれほど無かった。
　訪問者のあまり多くないこのシネラマ館は、一人一人を大切にする、人
間尊重主義を基本とした、少し異なったコンセプトによる室内デザインを
採用すべきである。
　次に、装置であるが、このような大掛かりな装置ではなく、もう少し簡
単な方法で鹿角市を紹介することが望ましい。例えば、平面壁掛け大型テ
レビ形式が考えられる。あまり大きな音声を使用せず、訪問者はテレビの
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前に置かれたベンチに座り、この映像による鹿角市紹介を静かに見る程度
が良い。出来れば、情報センターとして、①一般情報②観光情報グッズ
③映像による鹿角市の紹介④コンピューター情報⑤トリックルーム
（ストーン・ヘンジ）などを一つの空間の中にまとめれば、機能的で面白い。
この事は、（5）旅行案内センターの所でも感じたので記載している。
善??
??
④
現在のシネラマの概念を廃止し、シネラマ館は取り除く。そして、平
面計画を一からやり直し、魅力ある新しい時代に合わせた空間にする。
情報センターと同じスペースの中で、その機能を考える。
静止パネル形式とする。必要ならばボタンを押して、「音声」を出す。
又は、平面テレビ大型形式でゆっくり説明を行う。説明文は画面上に
出てくる程度で、音はタイトルの説明とバックミュージック程度が良
い。こうすることで、観光客は疲れない。
コンピューター情報コーナーと一体に機能させる。又は、隣接スペー
スに広場を設け、パネル展示形式も好ましい。大きな静止展示画とし
て、観光客に落ち着いて、ゆっくり自由に見させる方法が考えられる。
参考
　入場料は現在年間1300万円の売上げがあるが、もしX万円を切る場合は
無料とし、訪間者に全員に開放する。このX万円は正確なところは分から
ないが、仮に、年間800～900万円の売上高となることが推測される。
8．手作り体験館　コメントと改善（8）
コメント
手作り体験館を訪問する人は経営者が見込んでいた程、多くない。考え
られる理由として以下のことが挙げられる。
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①　もし、広場中央の壁に看板がかかっていなければ、その場所に気付く
　　人も少ない。
②　正面入口から手作り体験館までの「体感距離」が実際より遠く感じら
　　れる。
③　祭り展示館を通過すれば、比較的楽しく「手作り体験館」に行ける。
　　しかし、祭り展示館が有料であるために客は少ない。
④　旅行者がこのスペースに来て、このような体験に参加するのは抵抗が
　　ある。
　手作り館そのものは、天井も高く、落ち着きがあり、物事に集中でき、
何かを体験してマスターできる雰囲気がある。しかし、問題はこのような
体験を観光客が望むかどうかである。
改善
　毎年6月ごろに集中する、修学旅行生以外には、この手作り体験館の利
用者は余り多くない。この現状をふまえて、この体験スペースを抜本的に、
見直す必要がある。
1．「手作り体験」は鹿角の特別イベントとして考える。
　イベントの運営回数は、最低でも、年4回程度を提案したい。イベント
　の対象者は、
　①鹿角地域、及び近隣地域の人々（期日：4月頃）
　②修学旅行生向け（期日：6月頃）
　③観光客向け（期日：8月・10月頃）
　　　イベント会場は「ふるさと広場」を使用し、覆いを付け、仮設のテ
　　　ント張りとする。なお、その事務局は「情報センター」内に設置す
　　　る。
2．現在のスペースは地場物産関係の商店が占有している。ここを地場特
産のもう1つの新しい物産プラザにするのも一案である。又、完全な模様
替えが可能であれば、この場所を新しいタイプの「情報センター」とする。
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キー・ワード　楽しいところ、品揃え、サービス
9観光物産プラザ
フロント・
パーキング
が建物の
前面にある
イメージ国道282号
幹線道路に
　　近い
明るい
と言え
ない
狭い????
窮屈
ふるさと
　広場
青垣
の門
安堵感
がない
圧迫感が
ある
前面
道路
楽しい
演出が
ない
ウキウキ
して
こない
大駐車場から入
り口はわかりに
くい。国道から
は分かりやすい
??
多方面から
から入れる 面白い
室内空間が
ない
天井が
低い
観光客の入りが良い、
色彩が
単調お土産が良く売れて
　　　いる
近代的な
インテリア
ではない 照明など
斬新な
デザイン
でない
客への対応サービ
スが良い
????
情報スペー
スとの区分
がない地場製品もある 狭い感じ
お土産の数が少ない
物産プラザ
商品の品揃えが少ない ??
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そして、情報発信の中心の役割を担う。
9．物産プラザ　コメントと改善（9）
コメント
　この鹿角観光ふるさと館の中でもっとも活気があり、多くの観光客がこ
こに集まっている。店員に大きな声が響き、この場所にしばらく居たい気
持ちにさせる。旅行に出ると、日本人観光客の多くは、何かお土産を購入
する。特に、旅先での特産物があればそれを買い求める習慣がある。商品
が珍しければ珍しい程、品質が高ければ高い程、客は興味を示し集まって
くる。
　観光ふるさと館の財政運営上、この物産プラザの人気が経営戦略上の1
つの「鍵」であることは言うまでもない。建物内での配置が恵まれている
せいか、商品の品揃えが良いのか、又は社員のサービスが良いせいか、こ
の建物内のどの店舗よりも来客数が多く感じられる。
　国道282号線に沿った駐車場から直接アクセス出来るだけでなく、青垣
の門からも、裏からも入ることができ、物産プラザヘのアプローチは極め
て容易である。大駐車場からは入口が見えにくいという欠点があるものの、
アクセスに関しては、他の店と比べて、有利な位置にある。大型の駐車場
が建物の前面にあると仮定すれば、より多くの観光客が来店するものと容
易に推測される。
善???
③
来店客増加のためにも、物産プラザ近くに大型の駐車場が必要である。
商品の量や品揃えを考えると、より広く、明るい売場面積が必要であ
る。
観光客が安心して、何か印象に残るような楽しい遊びを提供できるよ
うなスポット、又はスペースを物産プラザの中央に配置したい。
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④「物産販売・お土産品」エリアと旅行案内センターを、スペース的に
　　はっきり区分した方が良い。もちろん、この両エリアが経路上隣接し
　　て、空問的に連続して位置していてもかまわない。
⑤天井が低く、圧迫感を与えているので適切な天井の高さにする。
⑥試食・試飲コーナーを設け、客との対面販売を更に進めたい。
⑦観光特産物の目玉商品を積極的に売り出したい。音声・色彩・スペー
　　スなどのセールス演出を含めて、総合的にその商品販売力を高めたい。
10．グルメ味館　コメントと改善（10）
コメント
　観光ふるさと館「あんとらあ」のような形式で、観光客だけを相手にす
ると、どうしても客は「一見客」との考えが強くなり、サービス・料理・
価格・雰囲気の面で単調なものとなってしまう。顧客は観光客のみならず、
地元の老若男女、家族連れ、ビジネス関係者を対象とすることが望ましい。
　①午前中は、お年寄りや朝食を必要とする人々を対象。
　②お昼は、近所のサラリーマンが利用する場所。
　③午後は、中年、熟年女性の「お話」ルーム。
　④夕方は、家族団樂や、ビジネスマン利用のレストラン。
⑤夜は、若者たちのデートスポットにあたるような所。
　⑥　観光客、及び団体観光客には旅の疲れを癒せるような料理・サービ
　　ス・雰囲気。時間帯は主に昼食となる。
　以上のような客層と時間帯をレストランの経営戦略としたい。更に以下
の事柄も同時に考慮しなくてはならない。
　食は我々人間のエネルギー源であり、ボリューム、栄養とも十分に必要
である。又、旅する人々は疲れているので、特に気をつけなければならな
い。その上、観光客は珍しいもの、その土地で食べられるもの、おいしい
ものを求めている。鮮度・適切価格・スピード・安全・サービス・種類・
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一31一
安藤満生
年齢差などが食の品質を支えている。構成要素は多面的である上に、その
問題解決は難しい。どれが欠けても、店の人気は落ちる。
　求める側と、与える側の要求品質が合致するために、その雰囲気と料理
のサービスが必要である。更に、健全なビジネス競争が自然に行われるた
めには、最低2つ以上のレストランがあることが望ましい。団体客数の落
ち込みから考えて、レストラン2階部分は一部模様替えの必要があるが、
ほぼ、この形式で良い。
善???
???
1階レストランの床面積を増やす。
2つ以上のレストランを設置し、お互いに競合して「食の品質」を高
める。できればカフェテリアのような大衆的な食堂と、しきりのつい
た高級感のある雰囲気のレストランなどが考えられる。
若者や子供が喜ぶように、明るく楽しい雰囲気とする。
2階レストランは、一部模様替えする。
既存の2階レストランヘのアクセス方法として、特に、身障者に対応
するためには、エレベーターを設置することが望ましい。
まとめ
北東北の魅力
　東北新幹線の盛岡までの開通、続いて秋田新幹線、そして青森まで開通
した東北自動車道など陸上交通の発達により、北東北への利便性は高まっ
てきている。
　一方、空路交通の拠点①青森空港②能代・大館空港　③秋田空港④
花巻空港　などのエアポート施設も着実な進展を見せた。
　陸路と空路の交通整備計画が実行されたことにより、関西地区の大阪、
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京都、神戸、中部地方の名古屋、そして関東地区の東京・横浜・千葉・埼
玉など、大都市圏から「北東北地方」へのアクセスが便利になった。それ
は20年前の交通システムと比べると、比較にならないほどその利用効率は
高い。
　一方、従来型の観光のあり方から、自然環境重視のグリーン観光、エコ
ロジー観光へと変わりつつある。更に、地球温暖化により、北東北の夏は
涼しく、冬にも旅行可能な地域であるとの認識が観光客の間で定着し始め
ている。観光客の情報源となるIT革命によるグローバル化はもうすぐそこ
まで来ており、その流れは文化、観光、そして生活スタイルまでも変えよ
うとしている。また、交通の利便性、自然環境、高速情報の社会変革要因
を受けて、日本の観光地図は塗り替えられようとしている。
　観光立地と繁栄のための「時代の流れ」が北東北地方に移ってきている
のは確かであり、今後もその傾向は長期に渡って続くものと推測される。
特に、鹿角市は北東北の中央に位置しており、その独自性と希少性の観点
から、北東北のどの海岸線沿いの観光地よりも恵まれた場所と環境にある。
周知を集めれば、この位置と地形を利用した個性ある観光地が今後この鹿
角の地に創設される可能性が極めて高い。
いくつかの改善政策の提案
　前述された長期的、且つマクロ的な展望を踏まえて、テーマ『鹿角観光
ふるさと館（あんとらあ）：以下「本館」と呼ぶ』改善に関する考察が多
面的になされた。そして、いくつかの提案を以下に述べる。
改善政策：A案
　「本館」を含め、この周辺部一帯を鹿角、又は花輪の「新観光地域」と
位置付け、中規模開発を行う。
　　　A－1　目的観光地の発想
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目的観光地としての新たな施設を創設し、鹿角観光の中
心とし、ユニークなイメージをメッセージとして、ここ
から発信する。例えば、福島県の常磐ハワイアンズのよ
うなテーマを花輪の規模に合わせて見つけ出し、企画し、
観光産業として定着させる。
　　　A－2　立寄り観光地の発想
　　　　　　　立寄り観光地としての華やかさをこの北東北中央の地で
　　　　　　　狙う。市内、県内、そして北東北に点在する他の観光地
　　　　　　　から鹿角市を訪れる際の立寄り場所とする。例えば、「グ
　　　　　　　ローバル商品」と「鹿角、又は秋田の地場商品」とを競
　　　　　　　合させるような大ショッピング・モールを演出する。鹿
　　　　　　　角観光のオアシス的発想である。
　この新しい地域のテーマはサービスを含めたソフト面で、ユニークで、
先見性のある発想でなくてはならない上に、その経営上においても健全な
持続性が必要となる。更に、投資資金及び、運転に関する資金調達が長短
期的に可能であることが、この「新観光地域」提案のための前提条件とな
る。開発のハード面と運営にあたって、特に注意するポイントを以下に記
す。
　　①　地形はなるべく平地とし、敷地の形態はすっきりしている方が
　　　　望ましい。
　　②　一つの建物だけを強調する「点型」や道路沿いに商店を並べる
　　　　「線型」ではなく、地形を利用した訪問者の心に優しい「面型」、
　　　　即ちスーパー・ブロック型敷地開発でないと観光客には歓迎さ
　　　　れない。
　　③パーキング等を含め、アクセスが分かり易く簡単である。
　　④　ソフト・ハード両面で感動するような楽しい場所を演出する。
　　⑤　グリーン公園、エコロジー公園で訪れる人々を魅了させる。優
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　　　　しい自然環境を提案する。
　　⑥新しく創設される「新鹿角観光地域」の経営戦略は優れていな
　　　　ければならない。更に、その地域内のテナント問に営業競争の
　　　　原理が働かなくてはならない。
　事業経営とその運営にあたって、地域の活性化が持続し、繁栄を続けら
れる仕組みが主催者側の「経営マニュァル」の中でシステム化されること
が望ましい。
　このA案は、北東北中央に新しい観光スポットを創設する発想から出て
いる。成功すれば、反響も集客力も大きく、かなりの繁栄が期待できる。
しかし、その反面、投資資金も多額となる恐れもあり、どちらかと言えば、
現時点では「ハイリスク・ハイリターン」型のベンチャー・ビジネスとな
る。
改善政策：B案
　このB案では、リニューアル範囲を「本館」と国道282号線沿い周辺に
限定している。約10年前に建設された「本館」を時代の変化に対応させる
ため、又顧客の要望に合わせるために、その中身の再検討を行った。改善
のための着眼点を、特に、使用用途に焦点を絞る。そして、その変更を提
示すると共に、一部外壁を含み建築内部の模様替えを行うものとする。
　建物内の用途、動線、機能、そしてイメージなどの変更については論文
第二部で記載されている改善策を尊重し、それらの中から最善策と考えら
れる方法を抽出して、重要な実行項目が示されている。
　ここに示された変更項目は筆者が提案したものであり、これらをベース
に鹿角市、及び観光関係者が慎重に協議を行い、決定項目を絞ることが重
要である。最善の改善策が合意に達すれば、その方針に従って工事を実行
し、「本館」の用途、動線、機能、そしてイメージを一新する。ここで提
案される主な変更項目は以下のようになる。
　　　①国道282号線の両側に、自家用車、及び大型バスを含めて、充分
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　　な台数が確保できるような追加の駐車場を設ける。
　　（参照：P15一改善）
②ふるさと広場（中央広場）でのパーキング使用は廃止し、グリー
　　ン公園等で工夫する。
　　（参照：P16一改善）
③建物動線の中心をふるさと広場中央と考える。
　　（参照：P16一改善②）
④入館料金は一切徴収せず、ここを訪れる全ての人々を無料で歓
　　迎する。この時点で、旧動線も同時にフル活動となる。現在あ
　　る祭り展示館の玄関や事務室は不用となる。
　　（参照：P22一改善④）
⑤祭り展示館の「屋台」の格納庫的考え方を廃止して「屋台」一
　　台のみを残し、その屋台の配置空問を特化して美化することに
　　努める。
　　（参照：P22一改善）
⑥現在の祭り展示館のスペースに物産プラザ、又はレストランを
　新設する。
　　（参照：P32一改善②）
⑦　手づくり体験館、及びシネラマ館の所は新情報センターとする。
　　イベント等も取り扱う企画室、又は総括司令部を設ける。
　　（参照：P20一改善、P25一改善）
⑧　手づくり体験館のテナントは新情報センター内、現在と同じ場
　所、又は「新物産コーナー」への移動も可能である。
　　（参照：P27一改善）
⑨現在使用している旅行案内センターは新情報センターへ移動し、
　既存の物産プラザにそのスペースを与える。
　　（参照：P20一改善、P25一改善）
⑩その他、二階レストランの内装改築は最小限の変更を行う。
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　　　　（参照：P32一改善④）
　以上、主な改善項目を提案したが、用途の種類は既存の数とほぼ同数で
ある。言い換えれば、それは主として用途の配置替えを意味している。
従って、テナント間の問題解決には第一段階として、内部調整が重要課題
となる。更に、この案のハード面の特徴として、建物の構造体も屋根小屋
組も変更しないので、全体的なイメージも建物自体も現在のものとはそう
変わらない。又、模様替えによる改築工事も一部外壁と内装だけに限られ
るので、建物工事的には大規模な模様替えとは言えない。
　A案と比較して、B案は投資金額も圧縮され、その上工事期間も短く、
早期実現可能となる利点がある。
改善政策：C案
　C案はB案と同じ考え方であるが、その行動にあたって進行を段階的に
実行する。このC案においても、その改善は論文第二部で記載されている
改善要因図の結果を尊重し、その上、更に検討が加えられた項目のみを実
行に移す。B案と比較して、C案採用の場合完成までに時間がかかり、そ
の結果、ややコスト高となる。しかし、運営が無理なく進められる上に、
プロジェクト進行途中でその計画の実施を変更、又は中止することも出来
る。
　資金、財務、営業、マーケティング等は年次別計画を立て、建設を進め
る一方で用途変更におけるテナント間との調整や交渉にも時問がかけられ
る。
　改善内容の項目は同じであるが、C案の進め方の優先手順の概要を以下
に示す。
＜第一段階＞
　　　1．国道282号線沿いで、且つ「本館」近くに駐車場を設ける。（参
　　　　照：P15一改善）まず最初は自家用駐車場だけでも良い。
　　　2．全館無料とする。（参照：P22一改善④）無料館となるので玄関
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安藤満生
　　　　入口、事務室を含め、祭り展示館スペースの再検討が必要と
　　　　なってくる。屋台の台数や室内の雰囲気を再企画する。
　　　　（注意）この第一段階を実行して、集客力が急増した場合、直ち
　　　　　　　に行動を第二段階へ移す。
＜第二段階＞
　　　1．大型バス駐車場の確保（参照：P15一改善③）
　　　2．手づくり体験館の配置に関する再検討
　　　　①同じ場所で「新情報センター」内に設ける。
　　　　②シネラマ館の方へ移動する。
　　　　③祭り展示館の方へ行く。
＜第三段階＞
　　　1．新情報センター（参照：P20一改善、P25一改善）の完成、ソ
　　　　フト、ハード両面を強調した情報センターの設立。現在の旅行
　　　　案内センター、及びシネラマ館は廃止する。
　　　2．ふるさと広場（中央広場）の完成
　　　　新しいタイプの広場を企画する。
　注意：第一段階を開始する時点で、第三段階までの精度の高い“「本館」
　　　全体マスター図”が完成していることが重要である。
筆者の推薦
　鹿角のふるさとを紹介する意味で設立された「本館」は、当初それなり
の入場者もあり、その役目を果たしてきた。しかし、近年になって全面積
の半分以上を割いて準備された手作り体験館、シネラマ館、祭り展示館等
への客の入りが期待した程ではなく、その初期の目的を果たし得ない現状
である。「本館」全体の集客力も落ち、運営を圧迫し始めている。このよ
うな自体を打開するために筆者はB案を推薦する。しかし、B案を推薦す
るに際し、各種の障害が現実に生じた場合には、C案を採用しても間題解
決に役立つものと確信する。
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　尚、A案も改善政策の一つであるが、マクロ的観点の「コンセプト提言」
に終わっている。次に、機会があれば挑戦し、A案をより精度の高い裏付
けのあるものとしたい。鹿角市が北東北の中央に位置する条件を考慮すれ
ば、このA案は魅力ある解決策であることには間違いない。鹿角市の持つ
このユニークさを強調して、A案の魅力を末筆に付け加えておきたい。
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